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医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。

2020 年 10-11 月 

胆汁・腎排泄型 ACE 阻害剤 

処方箋医薬品注） 

日本薬局方 テモカプリル塩酸塩錠 

テモカプリル塩酸塩錠 1 mg「⽇医⼯」
テモカプリル塩酸塩錠 2 mg「⽇医⼯」
テモカプリル塩酸塩錠 4 mg「⽇医⼯」

製造販売元    日 医 工 株 式 会 社
富山市総曲輪 1丁目 6番 21 

注）注意－医師等の処方箋により使用すること 

この度、上記製品の添付文書において、「使用上の注意」の一部を改訂（下線部）しましたので、お知らせ

申し上げます。

なお、改訂添付文書を封入した製品がお手元に届くまで若干の日数を必要といたしますので、今後の 

弊社製品のご使用に際しましては、下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。

＜改訂内容＞（ ：自主改訂） 

改訂後 改訂前 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

1.～6. 省略（変更なし） 

7. アンジオテンシン受容体ネプリライシン阻害薬（サ

クビトリルバルサルタンナトリウム水和物）を投与

中の患者、あるいは投与中止から 36 時間以内の患

者（「相互作用」の項参照） 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

1.～6. 省略 

←追記 

3. 相互作用

(1) 併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 (変更なし) 

アクリロニトリルメ

タリルスルホン酸ナ

トリウム膜（AN69
®
）

を用いた透析

アナフィラキシーを

発現することがあ

る。

陰性に荷電したAN69
®

膜によりブラジキニ

ンの産生が刺激され

る。さらに本剤が，ブ

ラジキニンの代謝を

抑制するため，ブラジ

キニンの血中濃度が

上昇する。

アンジオテンシン受

容体ネプリライシン

阻害薬 

（ARNI） 

サクビトリルバル

サルタンナトリウ

ム水和物

（エンレスト）

血管浮腫があらわれ

るおそれがある。本

剤投与終了後にARNI

を投与する場合は，

本剤の最終投与から

36時間後までは投与

しないこと。また，

ARNIが投与されてい

る場合は，少なくと

も本剤投与開始 36

時間前に中止するこ

と。 

併用により相加的に

ブラジキニンの分解

が抑制され，ブラジ

キニンの血中濃度が

上昇する可能性があ

る。 

3. 相互作用

(1) 併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 

アクリロニトリルメ

タリルスルホン酸ナ

トリウム膜（AN69
®
）

を用いた透析

アナフィラキシーを

発現することがあ

る。

陰性に荷電したAN69
®

膜によりブラジキニ

ンの産生が刺激され

る。さらに本剤が，ブ

ラジキニンの代謝を

抑制するため，ブラジ

キニンの血中濃度が

上昇する。

←追記 

「使用上の注意」改訂のお知らせ 



－2－

＜改訂内容＞（    ：削除） 

改訂後 改訂前 

(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 (変更なし) 

リチウム製剤 

炭酸リチウム 

他のアンジオテンシ

ン変換酵素阻害剤

（カプトプリル，エナ

ラプリルマレイン酸

塩，リシノプリル水

和物）との併用によ

り，リチウム中毒を

起こすことが報告さ

れているので，血中

のリチウム濃度に注

意すること。 

明確な機序は不明で

あるが，ナトリウム

イオン不足はリチウ

ムイオンの貯留を促

進するといわれてい

るため，本剤がナト

リウム排泄を促進す

ることにより起こる

と考えられる。 

  削除→ 

 

 

 

ニトログリセリン 降圧作用が増強され

るおそれがある。 

両剤の降圧作用によ

る。 

省略 (変更なし) 
 

(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 

リチウム製剤 

炭酸リチウム 

他のアンジオテンシ

ン変換酵素阻害剤

（カプトプリル，エナ

ラプリルマレイン酸

塩，リシノプリル水

和物）との併用によ

り，リチウム中毒を

起こすことが報告さ

れているので，血中

のリチウム濃度に注

意すること。 

明確な機序は不明で

あるが，ナトリウム

イオン不足はリチウ

ムイオンの貯留を促

進するといわれてい

るため，本剤がナト

リウム排泄を促進す

ることにより起こる

と考えられる。 

アドレナリン作動性

ニューロン遮断薬 

グアネチジン硫酸

塩 

降圧作用が増強され

るおそれがある。 

両剤の降圧作用によ

る。 

ニトログリセリン 降圧作用が増強され

るおそれがある。 

両剤の降圧作用によ

る。 

省略 
  

 

＜改訂理由＞ 

・「禁忌」および「相互作用」の項について相互作用相手薬との整合を図る改訂を行いました。 
 

＜変更ロット・流通予定時期＞ 

変更ロット・流通予定時期については、現段階では未定です。当面の間、新・旧が混在し、ご迷惑を    

おかけすることと存じますが、何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。 
 
 
 

今回の【使用上の注意】の改訂内容につきましては、日本製薬団体連合会発行の「DRUG SAFETY UPDATE
（DSU）医薬品安全対策情報 No.294」（2020 年 11 月発行）に掲載の予定です。 
また、改訂後の添付文書は医薬品医療機器総合機構ホームページ（https://www.pmda.go.jp/）ならびに弊社 

ホームページ「医療関係者の皆さまへ」（https://www.nichiiko.co.jp/medicine/）に掲載致します。  

テモカプリル 20-034A 


